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Ⅰ．本研究の目的と問題意識

　本研究は，多文化化する社会における主体的価

値判断力を育成する授業を，中学校社会科公民的

分野において開発することを目的としている。

　グローバル化の進展を背景に，異なる文化を営

む人間同士が共に生きるために意識の変化が求め

られるようになり，その意識の変化を目指して各

国で多文化教育が進められてきた。しかし，文化

の相違に起因する問題は世界中で後を絶たず，多

文化教育はその機能を十分に果たしていないとい

う評価がある。
 1)

　今後，社会の多文化化はさらに進み，生じる問

題は深刻化・複雑化すると考えられる。その際，

「多文化共生」のような普遍的価値を理解してい

るだけでは，解決できない問題も増えてくると予

測される。そのような社会において，多文化化す

る社会における主体的価値判断力を育成する多文

化教育が求められる。

Ⅱ．教育内容としての「多文化化する社会」

の捉え方

　鈴木氏は「国家の基本的構成要素は，領土と国

民であるが，『多文化化する』とは，これら構成

要素に変化が生じることである。第一に，国民で

はないもの，すなわち外国人が領土内に増加し，

かつ彼／彼女らの国籍が多様化することである。

第二に，日本人（国民）自身も文化的に変容する

ことである。」と定義している。 
2)
これをもとに，

本研究では，「多文化化する社会」を「日本社会

に外国人が増加し，国籍が多様化するだけでなく，

文化葛藤や対立を経ながら共生することにより，

社会全体に文化的変容がもたらされている社会」

であると捉える。

『中学校学習指導要領解説 社会編』（2017年告示）

公民的分野の「私たちと国際社会の諸課題」には，

「自分とかかわらせて考えさせ，考えたことを説

明させる学習活動を取り入れるなどの工夫も必要

である。」 とある。 
3)
この点において，多文化化す

る社会において生じる問題を教育内容化すること

は有効である。日本社会を民族の多様化が進む「多

民族化社会」と捉えるのみだと，受動的で自分と

かかわりを感じることが難しいが，日本人自身も

文化的に変容する「多文化化する社会」と捉える

ことにより，そこに生じる問題は自分とかかわる

問題となり，より主体的に問題解決に取り組むこ

とができると考えるからである。

Ⅲ. 多文化化する社会における主体的価

値判断力

　本研究で掲げる多文化化する社会における主体

的価値判断力とは，「日本社会の変容を多文化化の

プロセスとして捉え，段階に応じて生じる問題を

認識することをもとにして，問題の解決を展望し，

葛藤を経ながらその社会に望ましい新しい価値を

創りだす力」であると定義する。これを図式化す

ると，図１のようになる。

多文化化する社会における主体的価値判断力の育成

― 中学校社会科公民的分野小単元「わたしたちのまちに外国人がやってきたら

～共生する社会のあり方を構想する～」の場合 ―

門　出　有芳葉鳴門教育大学大学院　院生

図1「多文化化する社会における主体的価値判断

　力」の構造（筆者作成）



Ⅳ. 多文化化する社会に生じる問題を分

析する思考の枠組み

　多文化化する社会において生じる問題について

は，様々な要因が複雑に関係しているため，それ

らの要因を分析することが問題解決において重要

な手がかりになるだろう。

　はじめに，日本に仕事を求めてやってくる外国

人労働者の立場を分析する必要がある。池上氏は

外国人労働者の就労形態に着目し，「日本での滞在

が単身か，夫婦単位か，あるいは子どもを伴うか

否かによって，ホスト社会との接触の仕方にも大

きな差異が認められる」
4)
と述べている。また，

就労形態により「短期滞在で目標額を稼ぎ出そう

と意図するターゲット・アーナー」 
5)
，「定住化志

向の強い家族滞在者」
6)
など，ホスト社会へのニー

ズが異なることにも留意する必要がある。

　次に，外国人を受け入れる側であるホスト社会

の立場を分析する必要がある。ホスト社会が都市

なのか地方なのか，あるいは外国人労働者を「単

純労働者」として受け入れているのか「定住者」

として受け入れているのかなどによって，外国人

労働者へのニーズは異なると考えられる。また，

日本人の外国人増加に対する意識に関する研究に

ついて大槻氏は，「いくつかの社会的要因が『外

国人の増加に対して賛成，反対』といった意識を

規定していることが明らかにされている」と述べ，

その具体は「年齢，学歴，外国人との接触経験，

地域における外国人の人口比率などである」とま

とめている。
 7)
一方，住民の個人属性に還元できな

い「居住地の集合的特性」としての地域効果を重

視する理論もある。大槻氏は，外国人人口比率に

着目し，「外国人人口比率の低い地域の人々は外国

人比率の高い地域の人々にくらべて外国人が増加

することのリアリティが相対的にそれほどないた

め，一般的な規範意識の反映として『肯定的見解』

をもつ傾向にあったのかもしれない。一方，外国

人人口比率の高い地域の人々は，現状の日本の受

け入れ体制によってもたらさせる外国人増加の悪

影響を『現実』として受け止めているのかもしれ

ない」と見解を述べている。 
8)

　これらの研究を踏まえ，日本の様々な地域で生

じた事例を分析した上で，多文化化する社会にお

いて生じる問題は，多文化化のプロセスにおいて

次の表１のような典型例に分類することができる

と考えた。

　１つ目の類型は，三大都市圏において生じる問

題である。都道府県別在留外国人数を見ても，上

位は三大都市とその周辺の都市である。しかし，

三大都市圏には日本人の人口が集中しているた

め，外国人人口比率が高い都市と三大都市圏とが

必ずしも一致するわけではない。このような地域

で生じる問題として考えられるのが，「生活上の文

化摩擦」，「言語の壁によるコミュニケーション不

足」，「外国人労働者の孤立」である。２つ目の類

型は，外国人集住都市において生じる問題である。

外国人の集住は，三大都市圏・地方のどちらにお

いても局地的にみられるが，外国人集住都市の特

徴は，そのホスト社会の規模にかかわらず外国人

人口比率が高くなることである。このような特色

をもった地域で生じる問題として考えられるの

が，「特定の地域の集中的な外国人人口比率の増

加」，「外国人に対する排他性の高まり」，「外国人

の子どもの教育」である。

　３つ目の類型は，地方において生じる問題であ

る。地方で現在深刻になっている問題は少子高齢

化，過疎化であり，人手不足を補うために積極的

に外国人の受け入れをすすめる地方自治体があ

る。このような特色をもった地域で生じる問題と

して考えられるのは，「外国人労働者の都市への流

出」，「人手不足の企業の倒産」，「地域の衰退」で

ある。

　これら類型をもとに，３つの異なる葛藤場面を

設定し，教材化する。留意する点としては，これ

らの類型はあくまで焦点化された事例であるとい

うことである。このような思考の枠組みをつくる

ことによって，生徒が「わたしたちのまちではど

のような問題が今後起きる可能性があるのか」と

考えるきっかけになると考えている。そして，多

文化化のプロセスにおいて生じる問題が変容して

いくということは，それに伴って，問題解決のた

めの価値も変容していく。つまり，問題の解決を

展望して創りだした価値は常に暫定的であり，今

後もより望ましい価値を吟味・再構成し続けてい

く必要がある。このことを生徒に理解させるため

に，多文化化をプロセスとして認識させる。 
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Ⅴ. 先行授業の特質と課題

１. 多文化教育の分類

　外国人との共生をめざした多文化教育のうち，

価値判断を授業過程・方法に取り入れている授業

論を取り上げ，３つに分類化した。

　第１類型は，価値教授型の授業である。この型

の授業は，様々な立場や価値観を理解するために

文化的背景について学習することにより，文化の

多様性について客観的な認識を形成する。第２類

型は，価値葛藤認識型の授業である。この型の授

業は，対立・葛藤をシミュレーションすることで，

客観的な認識だけでなく，問題事例を通した内在

的な認識を形成する。第３類型は，価値構成型の

授業である。この型の授業は，共生の方法につい

て議論を通じて新たな価値を構成する。

２．価値教授型

　木村真冬氏：単元「オセアニア州」・第４時「入

浴施設での刺青拒否を考える～多文化社会のあり

方とは？～
11)

　本授業は，マオリ族の女性が刺青を理由に北海

道の入浴施設への入場を拒否された事例を示し，

これに賛成か反対か考え，討論する。この際，生

徒は教師の概説により日本・外国における刺青の

文化的背景について理解した上で討論するため，

文化的多様性に気付き，外国人や先住民族という

マイノリティに対する偏見や差別の問題をとら

え，日本のルールがふさわしいのか討論すること

ができている。本授業の特筆すべき点は，生じた

問題を様々な立場や価値観から理解するために，

それらの根幹となる文化的多様性や文化的背景に

ついて教授している点である。

　しかし，「外国文化を受け容れようと考えなくて

はならない」との方向にやや誘導的になってし

まったところに課題があるといえる。現実には，

尊重する気持ちがあっても物理的に受け容れるこ

とは難しい外国文化もあり，問題の解決は容易で

はないが，生徒が「外国文化を受け容れることで

問題は解決する」というような安易な考えに陥っ

てしまう危険性がある。

３．価値葛藤認識型授業

　藤原孝章氏：単元「多文化の理解と共生」・第

３小単元「ひょうたん島問題」 
12)

　本授業は，「ひょうたん島」に移住してきた２

つの島の移民を設定し，ホスト社会とゲスト・グ

ループである２つの少数派が織りなす「民族」間
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表1　多文化化する社会において生じる問題の典型例（筆者作成）

生じる問題

外国人労働者ホスト社会

ホスト社会

へのニーズ
就労形態

外国人労働者への

ニーズ

地　域

区分
9)

生活上の文化摩擦

言語の壁による

　コミュニケーション不足

外国人労働者の孤立

短期間の就労

出稼ぎ

単身・

短期滞在
流動的な需要に

合った

単純労働者の獲得

三　大

都市圏

→

多

文

化

化

の

進

行

特定の地域の集中的な

　外国人人口比率の増加

外国人に対する排他性の高まり

外国人の子どもの教育

定住

安定した

暮らし
家族・

長期滞在

外国人

集　住

都市
10)

外国人労働者の都市への流出

人手不足の企業の倒産

地域の衰退

よりよい

職場環境

高収入

地域産業における
人手不足の補てん
地域活性化の
担い手の獲得

地　方



の緊張を取り上げ，シミュレーションによって問

題解決をはかろうとするものである。特筆すべき

点は，移民を受け入れることによって引き起こさ

れる社会問題が深刻化し，高度化していく段階を

５つのレベルに分類して設定し，それぞれの段階

におけるジレンマの構造を体験的に理解させてい

ることにある。

　しかし，架空の島を題材にしていることにより，

生徒の実生活との関わりが薄く，問題解決への切

実性に欠けることに課題があるといえる。

４. 価値構成型授業

　多田昌司氏：小単元「外国人と共に働くために

～働き方のルールをつくろう～」 
13)

　本授業は，インドネシア人の外国人労働者と共

に働く場を想定し，文化葛藤の把握や分析，共に

働くためのルール作りと議論等を行う。特筆すべ

き点は，先行研究の課題であった「尊重しましょ

う」というような価値注入，あるいは静的な価値

認識形成では現代社会の問題に対応できないと

し，動的な価値認識の形成を目指したことにあ

る。 

　しかし，自らの価値認識の吟味を行うものの，

現代社会において異文化共生ができるということ

を前提に選択・判断，議論を行っているところに

課題があるといえる。異文化共生は理想的な価値

であるが，実現は困難であるという現実があるた

め，それを認識する必要がある。

Ⅵ．授業開発―中学校社会科公民的分野

小単元「わたしたちのまちに外国人がやっ

てきたら～共生する社会のあり方を構想

する～」の場合―

１.　授業構成論

　先行研究の課題から，授業構成としては，多文

化化する社会において生じる問題を分析し，「多文

化共生」という普遍的な価値があってもその実現

が難しい背景を知る認識形成の過程，そして，班

での議論や，他者からの価値判断の評価を通じて，

自己の価値判断を吟味・再構成する過程を踏まえ

ることにする。また，生徒にとって多文化化する

社会に生じる問題を自分にかかわる問題として捉

えることができるよう，実生活に結び付く現実味

のある主題を設定する。

　内容は第一に，多文化化する社会とそのプロセ

スを教育内容とする。第二に，多文化化する社会

において生じると予測される問題を教育内容とす

る。第三に，問題に対する価値判断を教育内容と

する。第四に，自他の価値判断の基準を教育内容

とする。

　授業過程は，Ⅰ．多文化化する社会についての

認識形成，Ⅱ．多文化化する社会に生じる問題の

分析と構成，Ⅲ．共生する社会のあり方について

の価値判断，Ⅳ．共生する社会のあり方について

の価値判断の吟味と再構成，Ⅴ．共生する社会の

あり方についての主体的価値判断，の５段階で行

う。

　パートⅠでは，日本の多文化化の現状を資料か

ら読み取ることで，多文化化は日本全国で進んで

おり，自分たちにかかわる問題であることに気付

かせる。パートⅡでは，多文化化する社会におい

て生じる問題を，多文化化のプロセスの認識をも

とに焦点化された３つの事例を分析することに

よって，多文化化する社会において生じる問題と

その背景を表１のように類型化して認識する。

パートⅢでは，班での議論を通して，問題の解決

を展望し，望ましい共生する社会のあり方につい

て価値判断を行う。パートⅣでは，自他の価値基

準を吟味・再構成するために，ジグソー法を取り

入れた討論を行う。「公正」の価値基準をもとに

価値判断を評価し合ったり，意見を交換したりす

ることにより，よりよい共生する社会のあり方を

探る。パートⅤでは，これまでの価値判断の吟味・

再構成をもとに再び学習班で議論し，共生する社

会のあり方について，最終的な主体的価値判断を

行う。これらの過程を踏まえ，多文化化する社会

における主体的価値判断力を育成していく。

２. 単元の展開

　以上の授業構成論をもとに作成した単元の構成

が以下の教授書（試案）である。時間配当は，各

パート１時間で構成し，計５単位時間を想定して

いる。

― ４４ ―
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小単元「わたしたちのまちに外国人がやってきたら

～共生する社会のあり方を構想する～」の教授書（試案）

１．小単元名　　「わたしたちのまちに外国人がやってきたら～共生する社会のあり方を構想する～」

２．単元の位置　　公民的分野　内容Ｄ「私たちと国際社会の諸課題」

３．単元の目標

①能力目標

　日本社会の変容を多文化化のプロセスとして捉え，段階に応じて生じる問題を認識し，共生する社会のあり方について葛藤

を経ながら判断する，主体的価値判断力を形成する。

②知識目標

多文化化する社会において生じる問題は，多文化化の進行段階によって立ち現われ方が異なる。

多文化共生の社会をつくっていくためには，葛藤場面において，異なる価値に耳を傾けながら主体的に判断する必要があ

る。

問題の解決を展望して創りだした価値は常に暫定的であり，社会の変容に伴い，今後もより望ましい価値を吟味・再構成

し続けていく必要がある。

４．授業計画

予想される生徒の応答・学習内容資
料教授・学習活動教 師 の 指 示

パ
ー
ト

観光に来ている。

働きに来ている。

日本の在留外国人数は年々増加してい

る。

今後も増加していくと考えられる。

在留外国人は三大都市圏に多い。

在留外国人は都会に多い。

仕事がある。

外国人がたくさん住んでいて，住みやす

い環境。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  ①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 　
②
　
　
　
　
　
　
 ③

Ｔ. 発問する。

Ｓ. 答える。

Ｔ. 我 が 国 で 生

活・滞在する外

国人の分類につ

いて説明する

Ｔ. 発問する

Ｓ. 答える

Ｔ. 発問する

Ｓ. 答える

Ｔ. 発問する

Ｓ. 答える

国境を越えてやってくる外国人の人々は何を

目的に日本に来ているというイメージがあり

ますか。

みなさんが発表してくれたように，日本にやっ

てくる外国人の人々は様々な目的をもって日

本に生活・滞在しています。日本で生活・滞在

する外国人は大きく２つに分けられます。１つ

めは在留外国人で，２つめは観光客です。

今日からの授業では，みなさんと共に生活をす

る在留外国人について考えていきます。まず，

在留外国人数の推移をみてみましょう。日本の

在留外国人数は今後どのように変化していく

と読み取ることができるでしょうか。

では，都道府県別の在留外国人数の資料をみて

みましょう。トップ５をみて，在留外国人はど

のような地域に多いといえるでしょうか。

そのような地域に在留外国人が多い理由を考

えてみましょう。
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地方

人手不足を外国人の技能実習生やアルバ

イトで補うために積極的に外国人を受け

入れたから。

改正法では労働者として受け入れること

が可能になり，在留外国人数の増加が見

込まれる。

アジアが多い

様々な国から来ている

在留外国人は年々増加していて，今後も

改正出入国管理法によって増えるだろ

う。

82か国もの様々な国籍をもった外国人の

人々が徳島県で生活していると知って驚

いた。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 ④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
  ⑥

Ｔ. 増加率につい

て説明する。

Ｔ. 発問する

Ｓ. 答える。

Ｔ. 発問する

Ｔ. 改正出入国管

理法について説

明する

Ｔ. 発問する

Ｓ. 答える

Ｔ. 説明する

Ｔ. 多文化化する

社会について説

明する

Ｔ. 学習課題を提

示し，次時の見

通しを示す

次に都道府県別在留外国人数増加率の推移を

見てみましょう。在留外国人数トップ３だっ

た，東京都・愛知県・大阪府と，平成30年度の

増加率トップ３だった鹿児島県・島根県・熊本

県を比較してみましょう。資料をみて，どのよ

うな地域に在留外国人が最近急増していると

いえますか。

地方で在留外国人が急増しているのはなぜで

しょうか。その背景には，2019年４月からはじ

まった新しい外国人受け入れのしくみがあり

ます。

わたしたちの県で生活している在留外国人は

どのような国から来ているのか，徳島県の国別

在留外国人数のグラフを見ましょう。資料を見

てわかったことや気になったことはありますか。

資料６を見てください。何か国から外国人来て

いるか数えましょう。なんと，徳島県には82か

国もの国からやって来た外国人が住んでいます。

82か国もの外国人の人々は，それぞれの国の文

化をもって徳島にやって来ます。みなさんは地

理で世界の国々の生活の多様性，宗教などにつ

いて学びましたね。徳島だけでなく，日本各地

で外国人の数が増加するだけでなく，多文化化

が進んでいます。

次の時間からは，多文化化する社会において生

じる問題について考えることで，在留外国人と

の共生について考えを深めていきましょう。
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⑦
   ⑧
   ⑨
      　
　
　
　
　
　
　
　

Ｔ. 学習課題を提

示する

Ｔ. 多文化化する

社会において生

じる問題の３つ

の場面を説明す

る

今日は，異なる３つの場面を想定して，多文化

化する社会においてどのような問題が生じる

のか考えていきたいと思います。みなさんに

は，多文化化する社会について調査するインタ

ビュアーになってもらいます。３つの場面には

それぞれ４人の登場人物が出てくるので，イン

タビューから登場人物の立場に立って話し合

いましょう。

Ⅱ
　
多

文

化

化

す

る
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Ｓ. 斑で話し合う学習班の１～２班は 場面１  ，３～４班は 場面

２  ，  ５～６班は 場面３ について，それぞれの

場面で生じている問題と問題が起こった背景

についてまとめましょう。

社

会

に

生

じ

る

問

題

の

分

析

と

構

成

【生じる問題】

生活上の文化摩擦

生活マナーの違いによる住民間のトラブ

ル

【背景】

短期滞在により，言葉の壁がある。

短期滞在により，日本の文化やマナーに

ついて理解しないまま滞在し，そのまま

帰国してしまう。

短期で母国に帰ってしまうという認識か

ら日本人が注意をしない。

交流の場の不足

⑦Ｔ. 議論が進まな

い班に考察のヒ

ントを提示する

場面１

○自治会長のＡさん

○団地に住む主婦のＢさん

○中国から来た技能実習生のＣさん

○中国から来た技能実習生のＤさん

【生じる問題】

特定の地域の集中的な外国人人口比率の

増加

外国人に対する排他性の高まり

【背景】

外国人労働者の滞在長期化，定住化

外国人比率の高まりによる外国人への寛

容度の低下

⑧場面２

○日本人の子どもの母親Ａさん

○日本語教室ボランティアのＢさん

○ブラジルから家族でやってきた子どもの母親

Ｃさん

○ブラジルから家族でやってきた子どもＤくん

【生じる問題】

外国人労働者の都市部への流出

労働者不足の企業の倒産

地域産業の衰退

【背景】

仕事が少ない

都市部に比べて賃金が安い

地域のコミュニティになじめない

⑨場面３

○町工場の社長のＡさん

○漁業を営むＢさん

○ベトナムから家族でやってきた長期労働者の

Ｃさん

○ベトナムから家族でやってきた長期労働者の

Ｄさん

外国人労働者を受け入れる社会によっ

て，外国人労働者にもとめるニーズが違

う。

外国人労働者の就労形態によって，ホス

ト社会にもとめるニーズが違う。

Ｔ. 発問する。

Ｓ. 答える。

Ｔ. 生徒の意見を

もとに板書を完

成させる

３つの場面のように，生じる問題に違いが出る

のはなぜでしょう。３つの場面の典型例からわ

かることを表にまとめてみましょう。
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Ｓ. 個人で解決策

を考える

Ｔ. 班で話し合う

よう，指示する

Ｓ. 班で話し合う

前回に学習班で分析した場面における望まし

い共生する社会のあり方をまずは個人で考え

ましょう。

学習班に分かれましょう。前回と同じように１

～２班は 場面１ ，３～４班は 場面２ ，５～６

班は 場面３ において，望ましい共生する社会

のあり方について話し合いましょう。
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外国人と日本人が交流する場を設ける。

日本の文化やマナー知ってもらうための

講座を開く。

多言語でマナーを説明した掲示をする。

　　　　　　　・・・など

⑦Ｔ. 議論が進まな

い班に考察のヒ

ントを提示する

場面１

短期滞在の外国人と共に生活していくには，ど

うしたらよいでしょうか。

学校での放課後や休み時間を利用した取

り出し授業

学校外でボランティアを通じて授業を行

う。

母語や母国の文化を学ぶ授業

　　　　　　　　　　　・・・など

⑧場面２

定住外国人の生活の質を向上させるには，どう

したらよいでしょうか。

外国人労働者を単純労働者として見ると

いう見方を変える。

外国人も日本人も暮らしやすいまちづく

りを行う。

まちに愛着をもってもらう。

　　　　　　　　　　　・・・など

⑨場面３

外国人と共に地域を発展させていくには，どう

したらよいでしょうか。

（紙幅の都合上，パートⅣ共生する社会のあり方についての価値判断の吟味と再構成については省略）Ⅳ

わたしたちのまちでは少子高齢化が進ん

でいるので， 場面３ のような問題が起こ

ると思う。

多文化化の初期段階には 場面１ のよう

な問題が起こると思う。

Ｓ. 学 習 班 に 戻

り，自分たちの

意見を吟味・検

討する

Ｓ. 意見をホワイ

トボードにまと

める

Ｓ. ホワイトボー

ドをもとに発表

する

Ｔ. 発問する

Ｓ. 答える

学習班で，前回新しくつくった班で話し合った

内容を共有しましょう。聞いた意見をもとに自

分たちの意見を見直してみましょう。

班の意見をホワイトボードにまとめて，黒板に

貼りましょう。

意見をクラスで共有しましょう。

わたしたちのまちでは今後多文化化によって

どのような問題が起こると予測できますか。
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Ⅶ．本研究の成果と課題

　本研究は，多文化化する社会に生じる問題の解

決を展望した共生する社会のあり方について，よ

りよい価値判断のために自己の判断を吟味・再構

成していくことにより，多文化化する社会におけ

る主体的価値判断力を育成する中学校社会科公民

的分野の授業開発を行った。この授業により，生

徒が日本の多文化化の現状について認識し，そこ

に生じる問題を自分にかかわる問題として主体的

に解決しようとするきっかけになると考える。そ

れは，今後，変化の激しい社会を生きていく子ど

もたちが，解決が困難な問題にぶつかったときに

も，粘り強くその問題と向き合い，解決のために

一人ひとりで判断していこうとする力になると考

える。

　ただ，課題も残した。本研究は，多文化化する

社会における主体的価値判断力を育成することを

目的としているが，主体的価値判断力をどのよう

に評価するのかに難しさがある。班での議論や価

値判断はあくまで主体的価値判断を深めるための

手段であるため，最終的な個人での判断が十分に

できていない場合，主体的に価値判断できていな

いと評価するのか，というような評価の難しさが

ある。このように曖昧である評価の基準を明確化

し，生徒の成長を適切に評価することが主体的価

値判断力の育成のためには必要である。また，開

発した授業は未実践のため，有効性を検証する必

要がある。
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Ｔ. 単元のまとめ

を指示する

Ｓ. 自分の意見を

まとめる

Ｔ.発問する

Ｓ.自分の意見を

発表する

これまでの全ての話し合いを参考にしながら，

望ましい共生する社会のあり方を一人ひとり

でまとめてみましょう。

将来，みなさんはどの地域に住んでいたとして

も，今よりもたくさんの外国人の人々と共に生

活をしていくことになることが予測されます。

外国人との共生のために，今後あなたはどのよ

うに外国人と関わっていきたいと考えていま

すか。

の

主

体

的

価

値

判

断

【教授・学習用資料】

　①我が国に生活・滞在する主な外国人の種類（在留資格別）について説明する資料
14)

　②日本における在留外国人数の推移を示すグラフ
15)

　③都道府県別在留外国人数トップ５を示すグラフ
16)

　④都道府県別在留外国人増加率の推移を示すグラフ

　⑤徳島県の国籍別在留外国人数を示すグラフ

　⑥徳島県の在留外国人の国籍一覧を示す資料

　⑦場面１　技能実習生が複数人住む団地で暮らす人々のインタビュー
17)

　⑧場面２　外国人労働者が集住する団地とその周辺に住む人々へのインタビュー
18)

　⑨場面３　過疎化が進む町に住む人々へのインタビュー
19)
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